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　　　　　　　　　　　　　　Head　Quarter

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に同人の義母が，やはり急花している事実があり，犯

　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　人の自白によれば，この2人もホリドールによる殺害

　法医解剖台上で我々が日々仕寮をしている間に，臨　　　であるという事であり，この2人の女性の死因を樽検

床医家が検案等を依頼された際のみならず，医療の面　　　討しなければならない段階に至つたが，幸にもこの2

に於ても参考になると思われる事に遭遇する事がよく　　体は土葬であつたので，墓を堀り起して検査を行っ

．ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　先稿では交通事故を中心に幾つかを報告したが，今　　　　併し埋葬後何ケ月も経つているので，肉眼的研見は

回も断片的にではあるが，2・3の参考築項を実例に　　　余り期待出来ず，主として化学検査に依らなければな

ついて述べたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　らないのである。堀り1止iしたこれら2女性の死体はt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何ケ月もたったものとは思われない程の新鮮さを保つ

　　丁　古い死体からの羅物検知の実例について　　　　て居り，その胃内容からやはりホリドールが検出さ

　これは昭和30年8月15日，北信のS市で起ぎた事例　　　れ，自白を裏付け得た。

であつて，養子が義弟を殺害したという事件から発展　　　　所が裁判で，そんな古い死体から検出されるものか

して明らかとなつた連続殺人窮件である。　　　．　　　何うかが疑問とされたが，証拠として提出された解剖

　犯入である養子が，義弟をお盆に招待したが，義弟　　　時の種々のカラー写真から，死後の変化が少ない状態

はその料理を食べている内に「苦しい」と一言云っ　　　を皆納得して裁判が続けられたという事である。

て，　「ミヨウガ」を吐き出して急死して了つたので，　　　　当時の気候条件等の外に・「ホリドール」によつて

死因が問題となり翌16日解剖に附した結果，病的死亡　　腐敗が阻止されていたという事が，事件全貌の解明に

というよりも，何等かの毒物による中毒死と考えられ　　　非常に役立つたものである。

る所見を得たので，その際採取した胃内容について化　　　　我々の教室で大聾喜佐雄博士が実験した結果では，

学検査を実施した所「バラチナソ」が検出され，死因　　青酸化合物の易合でも，春秋の候では死後約50日位ま

は「バラチオソ」中巌死と確定した。　　　　　　　　　では化学的に証明しうる築が判つているρ

　犯人の自白によれば，「ミヨウガ」の盛っけ皿の上　　　　この様に中毒死が疑われる場合，薬物によつてはか

にホリドールを滴下して，義弟に食べさせたという事　　なり古い死体からでも検知が出来るものである事を，

実が判明した。ここで問題になつた事は，この家では　　　心にとめておかねばならない。

前の年の1嘱に犯人の妻が，又義弟死亡の同年の1月　　　又カラー写真は犯罪捜査上非常に役立つものである
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事をも知らされ，我々のよい参考となつた事例であ　　　思われるが，その場合常に出来る限りの諸検査を行つ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た結果，死因を究明しないと時に捜査の方針を誤らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て了う察があるという点は，社会公安上も大に心にと

　　正　変死者の死因は推測だけでは閤違う嘉が　　　　　どめておいて頂きたい点であると思われる。

　　　　あるという例　　　　　　　　　　　　　　　　又，この犯入は発育不全による身体障碍者であり・

’昭和31年4月1日，南信の某市に起きた車件であ　　右足が不自由であったが，こんな人でも・やろうと思

り，タ．，ミコ屋を営んでいる二入暮しの老夫婦が，コタ　　　えば殺人もたやすく出来るという事も大いに参考とな

ツにあたつたまNの姿で死亡しているのが発見され　　　る事実で4Sつた。

た。

　早速死因調査の為解剖をした所，夫は青酸化合物に　　　　　皿　頸椎脱臼例

よる死亡である事は殆ど間違いない事が，解剖及その　　　　或老人が，情婦と2・3人の友人とで夜おそく迄痛

際行われた習内容についての予備試験の結果から明ら　　飲していて，殆ど前後不覚に近い程迄の状態であつte

かとなつたが，妻の所見は夫のそれに非惰によく似て　　が，目覚めてみると老人が死亡していた。早速死亡調

いるが，唯冒内容による予備試験のみが陰性であり，　　　査のため解剖を行つてみると，頸椎が脱臼して居り・

早速化軸に儲検盈行う騨なつたが，それには　椎繭脈糊断されて強い内舳を来していた・背髄

2～3日かかるのであるが，そらかといつて捜査をの　　　には全く損煽はみられなかつた・同席者のおぼろげ乍

ばしておくわけには行かないので，一応次の三つの場　　　らの記憶をつなぎ合せてみると，その老入は情婦と

合が想定された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「チワゲソカ」を始め・つかみ合いを始めたらしいと

　即，「ご人が自殺したのか」，「i入が他方を殺して・　いう窺が判明したのみであつた。

後鍛したのか」，「第銘が2人を殺したのか」の場　又治療の目的で電気シ・ツクをかけt・rrr，しばら

合であるが，2人が青酸化合物による中毒死であると　　　くして死亡して了つたという例があり・解剖してみる

すれば，覚悟の夫婦心中の線が強くなり，他の二つの　　　と前の例と全く同じに頸椎の脱臼が見られた例もあ

場合であれば，更に追及してゆく余地が多い筈であ　　　る。

る。つまり自殺．他殺の別が，化学検査の結果によつ　　　又昨年行われた中部鑑明会での報告をみると・20才

て左右されるという状態であつた。　　　　　’　　　　の若年看が，おどかす目的で後から肩の所を強くドン

そのうちに撚の胃内容からは，青酸化働は全く　と突かれて，それが原因で頸椎の脱臼を起した例を含

検出出来ない壌が確認され，殺人事件としての捜査方　　　めて3例の報告がありた。これらの例をみると・頸椎

針が確立した。　　　　　　　　　　　　　　　　　も案外脱臼を来す衷があると考えられ・大変我々には

　青酸中毒死に於ても，青酸化含物による直接作用の　　参考となる事例であつた。

所見以外には当然蜜息死の特長を示すので，検案の際

。れ欄1け碍臆かな瀕雌しい蘭である。　　W頭部1こ打撲が加えられた場合

　この琳件の場合，結局夫は青酸化合物による死亡で　　　　この際はいろいろ注意すべき薯が多いが，その“つ

あり，妻はそれ以外の手段による窒息死という結果か　　　を例示してみよう。

ら，他殺の線の踏が進められ，4ケ月ぶりに容継　　昨年夏，離某市で起きた事例であるが・飲酒の上

が逮補され，その自白による犯行の模様は次の如くで　　　友人と嚇嘩をし，頭部を殴打されたが，帰峯後具合が

あつた。　　’　　　　　　　　　　　　　　　悪くなり数日間休養した所，気分がよくなつたので仕

　金欲しさに自宅から青酸化合物を混ぜた酒を持ち込　　　事に出たら，数日して又具合が悪くなり1再び休養遂

んで，甘雷を以て夫にのませた所，吐き気がするとい　　に入院したが，数日後頭部の打撲後43日目で死亡して

つて裏口に出て行き，吐き続けてその場にのめつて了　　了つた。死因調査のため解剖してみると，大きな硬膜

つた。　　　　　　　　　　　下雌を作つており，その一部には線系1潔漠が析出し
　そこでそばにねていた老婆を起して「おちさんが酒　　　てその部の脳実質は陥凹を示し，灰白質部は淡紫赤色

を飲んで具合が悪くなつた」と話し合い乍ら，おばさ　　を呈して混濁しているが，感染は全く認められず脳圧

んが夫が死亡しているのに気付いて大声を出しそうに　　迫の許に死亡したと考えられた例である。

したので，後から左手で口をおさえて殺して了ったと　　　　この例のみならず頭部の打撲は脳膜内外の出血の

いう事であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　為，かなり経つてから症状を呈し始めて死亡して了う

　いろいろな状況で検案解剖を依頼される事があると　　　事が多く，一寸快方に向つたからといつて，数週は注
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　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

．撫訟㌶ボ　’樋盛．t－。t勘
第1例の胸腹部　　　　　　　　　　　　　　第1例の陰股部

第2例の胸腹部　　　　　　　　　　　　第2例の手の疵状角質増生
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意しつX休養しなければ不測の大事に至る事のある事
は，大いに注意すべき事であると同時に，労災関係に　　　　　　　　むすび

於ても一番聞題になる事の一である事をよく記憶し　　　以上数例について事例を述べたが，一般医療につい

て，本人並家族の不利にならない様諸検査を行い，且　　　ても参考とならぽと考える次第である。

明確に記録しておかねぽならないと考える。


